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はじめに

天然ガスの99%はメ5ンガスで
あり、守162℃まで冷却すると体
積が気体比の600分の1の；産
体になるために、輸送が容易
な沼化天然ガス（LNG）として

利用されている.LNGの輸送・

保管時の漏えいモ二型リンゲが

従業員、付近住民の安全を守

るために必要

－ 
LNG漏えいモ二世リングのため

のガス濃度マッピンゲシステム

の開発
赤外吸収計測に必要なレーザー
仕糠のシミュレーションを実施

天然ガスは化石燃料の中で燃焼時の環境負荷が最も小さいクリーン
なエネルギー資源として火力発電所や都市ガス等に広く利用
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一一概：白色光DOAS計測 言書
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最長田 BmOl'l!i阻光協 ビーム院が旬角：0.31m<>d（コリメータで調聾｝

白色光レーザーの赤外国E収を利用して温室
効果ガスであるco，の測定に成功 ！

，.， 戸『
• DOASi.去でl主党議と観測点的2点聞の
0.6 a 平町遺産しか軒値でき主い
a . 赤外様はスペクトJレ強度が小さい
，.，夏 、e ., 
戸 、J

O.l 白色光強度の大きな近赤外績に吸収のあ

る水蒸気‘酸素に対して白色光レーザーの
差分吸取ライゲー（DIAL）へ応用

I II…l l@IJll;t1J'e－•…一
差分吸収ライダー(DIAL）を用いたガス可視化技術
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R.C. 51gn剖 la.u.J H主.OVMR(%)

白色光DIALで水蒸気の高度分布を評価するには工アロヅルの時間変動を考慮することが必要

ーゆ DIAL手j去を用山山田漏えい口リングが実施できな山
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｜ 広三時z~；~；：；~k 嘉義

レ一ザ一のパJしス幅を10 2口，100 nsとすると‘スベウトJレt悟1孟それぞれ31s. 63,315 ．砂 MHzとなる的ト）し形状lま宣ech＇峨 ｝．この
kHz）まで7アイ，〈一増刊Eしたとしてメf担：ノDIALのシミユレ一シヨンを実tffi 
メタンガス分布.50m先IC4m町メタンガスが10ppm・m（〆タンガス白歯車車匿を1.8ppmとして合計
4.3ppm）で分布しているとしてDIALシミュレーシヨンを実施t積算叩s.ザンプリング間隔はそれぞれ
由パルス幅由位置分解院である1.5,3,15m)

｜ …酬J……ゥム
白色光DIALシミュレーション結果；線幅63MHz(20 ns) 
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レーザ の線嶋がメヲンの吸収ラインよりも十分小さいが、空間差分によって温度の算出苦行うので、距
離分解能と同程度の幅を持つメヲンの正確な渡度測定が行ていない

重量三111::: M17@1Jll1!'J＂£－~-t!:.,v河川ジウム 言
LNG漏えいモニヲリングに向ltt二メ告ンガスOIAUこよるガス濃度マッピングシス

テムのレーザ ー仕織をシミュレーションにより倹討

メヲンの股収波長1653.73nm、パルス幅10ns（線幅
31.5MHz), 2口市（糊 ：63M山 ，lOOns（線幅引 _ l.O， 二 貯＂ 二 路， 1.• ;;
MHz）、繰り返し1kHz.出力1mJの赤外レーザーを用い ; ~'.I I¥ ！？丘

て、som先にある4mのlOppm・mの沖ンガスが計測で f~ ;[ ハι ！日
きるかをシミュレーション 皇0.2ト ・/・ -¥-----1~,: 

と ool－ーザι一一「入戸ー ＇・・・呈
｜・ パルス帳10,20, 100 nsのレーザーのスベウト ，.，，＿~~·：.ぷ；」！こ』
｜ ル幅f;j:；，（ヲンの吸収ラインよりも狭帯域である 川 巴ι 戸「？ー

ゆ ｜ た吋度の吋度評価が可能 官 トE. ., 
i・ 距雌分解能よりも大きな幅を持つメ9ン漏えい 市雪上ー ト－R耐 eued
｜ の評価が可能となるため、距離分解能が小さ
｜ いパルス幅10nsのレザが有効

今後の研究計画
・メ9ンの吸収波長1653nmlこ波長を高精度に
ロッウする手法の検討
・波長1653nmを増幅できるファイパー増幅器

の検討
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重量I II叩220
白色光……繰；線幅315MHz(100 ns）言書
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レーザーの線幅がメ1>ンの吸収ラインよりも小さいが、距厳分解能が恵〈局所的主温度測定ができない
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レーザーの線障がメヲンの吸血ラインよりも十分小さく、正確な漫度利定が行えている
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